
特定企業調査報告書

（株式会社村田製作所編 サマリー）

株式会社AIRI



株式会社村田製作所の各事業分野の主な事業内容は以下のとおりです。

2．事業概要1．会社概要
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本社所在地 京都府長岡京市東神足1丁目10番１号

設立年月日 1950年12月23日（創業：1944年10月）

年間売上高 1,630,193百万円（2021年3月期：連結）

従業員数 75,184名（2021年3月31日現在：連結）

株式会社村田製作所の概要

村田製作所グループの業績推移(単位:億円)

村田製作所グループの事業別の業績(対外部顧客)

村田製作所グループ（株式会社村田製作所及び関係会社）は、コン
ポーネント（コンデンサ・圧電製品など）、モジュールの電子部品並
びにその関連製品の開発及び製造販売を主たる事業としています。
主要製品等は以下のとおりです。

(1)コンポーネント

コンデンサ、圧電製品、リチウムイオン二次電池など

(2)モジュール

通信モジュールなど

(3)その他

機器製作、従業員の福利厚生、ソフトウェアの販売など
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4．知財情報

3．研究開発情報 5．各国・地域、IPCサブクラス別の特許出願動向

村田製作所が出願した特許のIPCサブクラス上位10種の出願件数推移
は以下のとおりです。

村田製作所の各国(地域)への特許出願件数は以下のとおりです。

村田製作所グループの知財指標は以下のとおりです。

研究開発活動：
村田製作所グループは、材料から製品までの一貫生産体制を構築

しており、材料技術、プロセス技術、商品設計技術、生産技術、そ
してそれらをサポートするソフトウェア技術、分析・評価技術等を
独自に開発しています。また、これら技術を相互に連携させること
により、顧客ニーズに対する迅速かつ柔軟な対応を実現しています。

さらに、外部コンソーシアムや大学、企業等とも積極的に協業す
ることにより、将来を見越した技術・製品の開発を推進し、新たな
市場やイノベーションの創出を目指しています。今日の通信業界に
おける５Ｇや自動車業界における電装化・自動化などを背景とした
新たな成長ステージにおいて、競争力のある独自製品の開発を行っ
ています。また、拡大するＩｏＴ社会に対して、センサや通信技術
を融合した新たな価値提供の実現に向けて取り組んでいます。

研究開発体制：
同社の開発体制は、技術・事業開発本部、生産本部、及び各事業部
に属する開発部門から構成されています。事業部系の開発部門では、
担当品種に関する技術開発及び新製品開発に取り組んでいます。技
術・事業開発本部と生産本部では主に、新規事業創出に向けた技術
開発、要素技術開発とそのプラットフォーム化に注力しています。
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優先権主張年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

出願件数 4,095 3,997 3,218 2,906 1,046

開発費(百万円) 81,809 94,181 101,589 102,486 101,727

開発費(百万円)/出願 20.0 23.6 31.6 35.3 －



株式会社村田製作所及び競合他社5者について、日本、米国、欧州、
中国、韓国、WO、及びその他を出願先国(地域)として、2013年から2019
年までの各年の特許出願件数を調査した結果は以下のとおりです。

注)「その他の合計」とは、日本、米国、欧州、中国、韓国及びWO以外の国(地
域)への出願件数の合計
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6．競合企業の分析 7．注目特許

サムスン電機 アルプスアルパイン株式会社

太陽誘電株式会社

株式会社村田製作所

注目記事「村田製作所とCooler Master社が世界最薄の電子機器向け
放熱部品「200μmベイパーチャンバー」を共同開発」に関連する特許。

京セラ株式会社

ＴＤＫ株式会社

0

800

1,600

2,400

3,200

4,000

4,800

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

全
体
合
計
件
数

国
（
地
域
）
別
件
数

優先権主張年

日本 米国 欧州 中国

韓国 ＷＯ その他の合計 全体合計

出願先国（地域）

0

600

1,200

1,800

2,400

3,000

0

200

400

600

800

1,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

全
体
合
計
件
数

国
（
地
域
）
別
件
数

優先権主張年

日本 米国 欧州 中国

韓国 ＷＯ その他の合計 全体合計

出願先国（地域）

0

100

200

300

400

500

600

700

0

50

100

150

200

250

300

350

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

全
体
合
計
件
数

国
（
地
域
）
別
件
数

優先権主張年

日本 米国 欧州 中国

韓国 ＷＯ その他の合計 全体合計

出願先国（地域）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

全
体
合
計
件
数

国
（
地
域
）
別
件
数

優先権主張年

日本 米国 欧州 中国

韓国 ＷＯ その他の合計 全体合計

出願先国（地域）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

全
体
合
計
件
数

国
（
地
域
）
別
件
数

優先権主張年

日本 米国 欧州 中国

韓国 ＷＯ その他の合計 全体合計

出願先国（地域）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

全
体
合
計
件
数

国
（
地
域
）
別
件
数

優先権主張年

日本 米国 欧州 中国

韓国 ＷＯ その他の合計 全体合計

出願先国（地域）



4

8．業界相関図

村田製作所を取り巻く業界の相関図は以下のとおりです。

SAWフィルタ
無線LANモジュール

合弁設立

19年提携

日野エンジニアリング
売上高 11億円

ミネベアミツミ
売上高 9,884億円

ローム
売上高3,598億円

アルプスアルパイン
部門売上7,180億円

積層セラミックコンデンサ

京セラ
売上高 1兆5,268億円

MARUWA
売上高 414億円

日本ケミコン
売上高 1,107億円

トーキン
売上高 334億円(20年)

YAGEO（台）
売上高 29億ドル(20年)

サムスン電機(韓)
売上高 2兆0,864億ウォン(20年)

Vishay intertechnology(米)

売上高 25億ドル(20年) 

KEMET(米)
売上高 12億ドル(20年) 

LAIRD Connectivity(英)
売上高非公開

TI(米)
部門売上 108億ドル(20年) 

Slicon Laboratories(米)
売上高 8.8億ドル(20年) 

ADVANTECH （台）
売上高 511億台湾ドル(20年)

AzureWave(台)
売上高 95億台湾ドル(20年) 

2位

5位

日本電波工業
売上高 391億円

Qorvo(米)
売上高 40億ドル

パナソニック
部門売上1兆2,555億円

セイコーエプソン
部門売上 1,486億円(ウェア
ラブル)

Qualcomm (米)
売上高 235億ドル(20年9月)

API Technologies(米)
売上高非公開

Crystek(米)
売上高非公開

日清紡マイクロデバイス
売上高664億円(合併後推定)

21年合併、日清紡MD発足

寧徳時代新能源科技(中CATL)
売上高 8,453億円

･ATLから独立、車載Li二次電池

ソニー
･Li二次電池事
業を村田製作
所に売却

東芝 部門売上 2,456億円
･安全タフな「SCiB 」Li二次電池
･スズキ ,マツダ,三菱,日産に供給

49％51％

1％

パナソニック
部門売上 1兆3,394億円

（オートモーティブ部門）

GS･ユアサコーポレーション

部門売上 359億円
･リチウムイオン二次電池

プライム プラネット エナジー
＆ソリューション

・2020年発足

ブルーエナジー
売上高 219億円

リチウムエナジージャパン
売上高 219億円

ビークルエナジージャパン
売上高 263億円

・旧日立ビークルエナジージャパン

本田技研工業

エンビジョンAESCジャパン
･旧NECと日産の合弁(AESC)を
風力大手のenvision(中)に売却

日産自動車

VW

新能源科技(香港ATL)
売上高 3,260億円

･スマホ向けシェア40％

100％

LGエナジーソリューションズ(韓)
売上高 1兆1,127億円

･LG化学から分社、車載･モバイル

BYD(中)
売上高 3,775億円

･自社の車載向けが主

サムスンSDI(韓)
部門売上 7,855億円

･車載、モバイル用途

国軒高科(中)
・車載

ノースボルト(スウェーデン)
・車載

ファラシスエナジー(中)
・車載

51％

3％

20％

51％49％

ダイムラー

BMW

GM

トヨタ自動車

三菱自動車

三菱商事

49％

46％

提携

26％

20％

3％

調達契約

EV開発
で合弁

リコー電子デバイス

新日本無線

日立Astemo

INCJ

マクセルHD
76.2％

14％

9.8％

テスラ

提携

100％

100％

21年、合弁
設立

TDK 売上高 1兆4,790億円
受動部品売上 4,071億円 エナジー応用製品 7,402億円

太陽誘電
売上高 3,009億円

4位

3位

村田製作所 売上高 1兆6,301.93億円
コンデンサ売上6,269億円 その他コンポーネント売上 3,878億円 モジュール売上 4,937億円

1位

AVX(米)
売上高非公開

Li二次電池
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